
(57)【要約】

　患者の血管を分離する外科器具（２）であって、患者

の組織にワーキングスペースを画定するスプーンレトラ

クター（１０）と、血管から組織を分離するためのスプ

ーンレトラクター（１０）に近接した分離部材（３７）

と、スプーンレトラクター（１０）を操作するためのハ

ンドル（３）とを含む。血管を分離するための方法であ

って、スプーンレトラクター（１０）を有する外科器具

（２）を用意するステップと、患者に切開部を形成する

ステップと、その切開部にスプーンレトラクター（１０

）を挿入するステップと、分離する血管に近接した組織

にワーキングスペースを形成するステップと、血管を周

囲組織から分離するべく分離部材（３７）を操作するス

テップとを含む。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 患 者 の 血 管 を 分 離 す る た め の 外 科 器 具 で あ っ て 、
　 基 端 部 及 び 先 端 部 を 有 す る 、 患 者 の 組 織 に ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス を 形 成 す る ス プ ー ン レ ト
ラ ク タ ー と 、
　 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 近 接 し た 、 血 管 か ら 組 織 を 分 離 す る た め の 分 離 部 材 と 、
　 前 記 血 管 に 近 接 し て 前 記 分 離 部 材 を 操 作 す る た め の 手 段 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 外 科
器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 血 管 に 近 接 し て 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー を 挿 入 し て 操 作 す る た め の 前 記 手 段 が 、
　 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 前 記 基 端 部 に 接 続 さ れ た 先 端 部 、 及 び 基 端 部 を 有 す る シ ャ
フ ト で あ っ て 、 前 記 ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス と 連 結 し た 、 内 視 鏡 を 挿 入 す る た め の 内 腔 を 有 す
る 、 前 記 シ ャ フ ト と 、
　 接 続 さ れ た 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー を 操 作 す る た め の 、 前 記 シ ャ フ ト の 基 端 部 に 接 続
さ れ た ハ ン ド ル と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 分 離 部 材 が 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 分 離 部 材 が ワ イ ヤ 型 部 材 を 含 み 、 そ の ワ イ ヤ 型 部 材 が 、 そ の 基 端 部 で 前 記 ス プ ー ン
レ ト ラ ク タ ー に 固 定 さ れ た 左 側 レ ー ル 及 び 右 側 レ ー ル を 含 み 、 前 記 ワ イ ヤ 型 部 材 の 先 端 部
で 前 記 左 側 レ ー ル 及 び 前 記 右 側 レ ー ル が 互 い に 連 結 さ れ て お り 、 血 管 の 左 表 面 及 び 右 表 面
か ら 組 織 を 分 離 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 外 科 器 具
。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ワ イ ヤ 型 部 材 が 、 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 方 向 に 上 方 に 延 び て 、 そ の 前 記 先 端
部 で Ｕ 字 型 形 状 を な し て お り 、 前 記 左 側 レ ー ル と 前 記 右 側 レ ー ル と の 間 に 血 管 を 配 置 し 易
く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 分 離 部 材 を 制 御 す る た め の 制 御 部 を 更 に 含 み 、 前 記 分 離 部 材 が 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ
ク タ ー に 対 し て 移 動 可 能 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 制 御 部 の 操 作 に よ っ て 前 記 ス プ ー ン レ ト
ラ ク タ ー に 対 し て 移 動 可 能 で あ り 、 血 管 か ら 組 織 を 分 離 し 易 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 分 離 部 材 が 、 延 出 し た 部 分 及 び シ ャ ン ク を 有 す る 可 動 ア ー ム を 含 み 、 そ の 可 動 ア ー
ム が 、 前 記 シ ャ ン ク に よ っ て 画 定 さ れ た 軸 を 中 心 に 回 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ６ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 分 離 部 材 が 、 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に ス ラ イ ド 可 能 に 保 持 さ れ た 可 撓 性 ア ー ム
を 含 み 、 延 出 位 置 と 収 納 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
外 科 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 可 撓 性 ア ー ム の 先 端 部 が 、 少 な く と も １ つ の 曲 線 部 分 を 画 定 し て お り 、 更 に そ の 曲
線 部 分 が 、 前 記 可 撓 性 ア ー ム の 外 縁 ま で 延 び た ア ー ム を 画 定 し て お り 、 組 織 を 血 管 か ら 分
離 し 易 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ガ イ ド レ ー ル に よ っ て 、 前 記 可 撓 性 ア ー ム の 前 記 ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス 内 へ の 進 入 が 防 止
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 分 離 部 材 が 底 縁 か ら 延 び た 左 側 の 曲 線 状 の 縁 及 び 右 側 の 曲 線 状 の 縁 を 含 み 、 前 記 左
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側 の 曲 線 状 の 縁 と 前 記 右 側 の 曲 線 状 の 縁 が 互 い に 対 向 し て 、 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の
長 手 方 向 の 軸 を 取 り 囲 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 血 管 を 分 離 す る 方 法 で あ っ て 、
　 基 端 部 及 び 先 端 部 を 有 す る 、 分 離 す る 血 管 に 近 接 し た 患 者 の 組 織 に ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス
を 形 成 す る ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー と 、 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 近 接 し た 、 血 管 か ら 組
織 を 分 離 す る た め の 分 離 部 材 と 、 前 記 血 管 に 近 接 し て 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー を 操 作 す
る た め の 手 段 と を 含 む 、 患 者 の 血 管 を 分 離 す る た め の 外 科 器 具 を 用 意 す る ス テ ッ プ と 、
　 患 者 に 切 開 部 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー を 前 記 切 開 部 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 分 離 す る 血 管 に 近 接 し た 患 者 の 組 織 に ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 分 離 す る 前 記 血 管 の 周 り の 組 織 を 分 離 す る べ く 前 記 分 離 部 材 を 操 作 す る ス テ ッ プ と を 含
む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 更 に 、 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 固 定 さ れ た ワ イ ヤ 型 部 材 を 含 む 、 血 管 を 分 離 す る た
め の 外 科 器 具 を 用 意 す る ス テ ッ プ を 含 み 、 前 記 ワ イ ヤ 型 部 材 が 、 そ の 基 端 部 で 前 記 ス プ ー
ン レ ト ラ ク タ ー に 固 定 さ れ た 左 側 レ ー ル 及 び 右 側 レ ー ル を 含 み 、 前 記 ワ イ ヤ 型 部 材 の 先 端
部 で 前 記 左 側 レ ー ル 及 び 前 記 右 側 レ ー ル が 互 い に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ２ に 記 載 の 血 管 を 分 離 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 操 作 す る ス テ ッ プ が 、 前 記 左 側 レ ー ル 及 び 前 記 右 側 レ ー ル を 前 記 血 管 の 左 側 及 び 右
側 に 横 方 向 に 配 置 し て 、 前 記 血 管 に 沿 っ て 前 記 ワ イ ヤ 型 部 材 を ス ラ イ ド さ せ る こ と を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 血 管 を 分 離 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 分 離 部 材 が 、 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 移 動 可 能 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 操 作 す
る ス テ ッ プ が 、 制 御 部 の 操 作 に よ り 、 前 記 分 離 部 材 を 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 対 し て
移 動 さ せ る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 血 管 を 分 離 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 分 離 部 材 が 、 シ ャ ン ク 及 び 延 出 し た 部 分 を 有 す る 可 動 ア ー ム で あ り 、 前 記 操 作 す る
ス テ ッ プ が 、 前 記 シ ャ ン ク に よ っ て 画 定 さ れ た 軸 を 中 心 に 前 記 可 動 ア ー ム を 回 動 さ せ る こ
と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 血 管 を 分 離 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 操 作 す る ス テ ッ プ が 、
　 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー 及 び そ こ に 取 り 付 け ら れ た 前 記 分 離 部 材 を 前 記 血 管 に 沿 っ て
ス ラ イ ド さ せ る こ と と 、
　 前 記 血 管 を そ の 周 り の 組 織 か ら 分 離 す る た め に 、 そ の 血 管 の 周 り を 前 記 可 動 ア ー ム を 回
動 さ せ る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 血 管 を 分 離 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 分 離 部 材 が 、 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に ス ラ イ ド 可 能 に 保 持 さ れ 、 延 出 位 置 と 収
納 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 な 可 撓 性 ア ー ム を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 血 管
を 分 離 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 可 撓 性 ア ー ム の 先 端 部 が 、 少 な く と も １ つ の 曲 線 部 分 を 画 定 し て お り 、 更 に そ の 曲
線 部 分 が 、 前 記 可 撓 性 ア ー ム の 外 縁 ま で 延 び た ア ー ム を 画 定 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ８ に 記 載 の 血 管 を 分 離 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 操 作 す る ス テ ッ プ が 、
　 前 記 可 撓 性 ア ー ム を 前 記 収 納 位 置 か ら 前 記 延 出 位 置 ま で 延 ば す こ と と 、
　 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー 及 び そ こ に 取 り 付 け ら れ た 前 記 分 離 部 材 を 前 記 血 管 に 沿 っ て
ス ラ イ ド さ せ る こ と と を 含 み 、
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　 前 記 可 撓 性 ア ー ム の 前 記 曲 線 部 分 を 、 前 記 血 管 を そ の 周 囲 組 織 か ら 分 離 す る た め に そ の
血 管 の 少 な く と も 一 側 に 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 血 管 を 分 離 す る 方
法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 分 離 部 材 が 、 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 底 縁 か ら 延 び た 少 な く と も １ つ の 曲 線 状
の 縁 を 含 み 、 前 記 操 作 す る ス テ ッ プ が 、 前 記 血 管 に 沿 っ て 前 記 分 離 部 材 を ス ラ イ ド さ せ る
こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 血 管 を 分 離 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　
　 本 発 明 は 、 細 長 い 組 織 構 造 の 周 囲 を 分 離 す る た め の 外 科 装 置 及 び 方 法 に 関 す る 。 詳 細 に
は 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 血 管 採 取 外 科 処 置 に お い て 、 伏 在 静 脈 な ど の 血 管 の 周 囲 組 織 を 分 離
す る た め の 装 置 及 び 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　
　 特 に 足 の 大 伏 在 静 脈 の 内 視 鏡 血 管 採 取 （ Ｅ Ｖ Ｈ ） は 、 冠 動 脈 バ イ パ ス 術 （ Ｃ Ａ Ｂ Ｇ ） の
移 植 用 血 管 を 採 取 す る た め の 外 科 手 術 で あ る 。 通 常 は 、 医 師 助 手 （ Ｐ Ａ ） が 患 者 の 片 方 ま
た は 両 方 の 足 に Ｅ Ｖ Ｈ を 行 い 、 そ の 一 方 で 心 臓 外 科 医 が 患 者 の 胸 部 の 移 植 準 備 を 行 う 。 心
臓 に 移 植 用 血 管 を 取 り 付 け る 準 備 が で き た 時 に 外 科 医 に 用 意 し た 血 管 を 渡 す こ と が で き る
よ う に 、 Ｅ Ｖ Ｈ を タ イ ミ ン グ よ く 行 う こ と が 重 要 で あ る 。 Ｅ Ｖ Ｈ 学 習 曲 線 及 び 低 侵 襲 性 技
術 を 用 い た 血 管 採 取 に 必 要 な 追 加 時 間 は 、 Ｅ Ｖ Ｈ の 迅 速 な 普 及 に と っ て 重 要 な 問 題 で あ る
。 本 発 明 は 、 使 用 を 容 易 に し 、 血 管 の 採 取 に 必 要 な 時 間 を 短 縮 す る 。 具 体 的 に は 、 本 発 明
は 、 患 者 の 切 開 部 を 介 し た 器 具 交 換 の 回 数 を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 研 究 者 達 は 、 次 の 特 許 に 開 示 さ れ て い る よ う な Ｅ Ｖ Ｈ に 用 い る た め の 装 置 及 び 方 法 を 提
案 し た 。 例 え ば 、 １ ９ ９ ９ 年 ７ 月 ２ ７ 日 に 発 行 さ れ た 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ２ ８ ， １ ３ ８ 号 （
名 称 ： 「 内 視 鏡 血 管 採 取 の た め の 方 法 及 び 装 置 （ Method and Devices for Endoscopic Ve
ssel Harvesting） 」 、 エ シ コ ン ・ エ ン ド － サ ー ジ ェ リ ィ 社 に 譲 渡 さ れ た ） に 、 凹 状 ワ ー
キ ン グ ヘ ッ ド （ working
head） を 備 え た 光 学 分 離 器 具 が 開 示 さ れ て い る 。 市 販 さ れ て い る タ イ プ の 光 学 分 離 器 具 は
、 ClearGlide経 皮 リ ト ラ ク タ ー （ ClearGlide
subcutaneous retractor） と 呼 ば れ 、 米 国 ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー 州 サ マ ー ビ ル に 所 在 の エ シ コ
ン 社 か ら 入 手 可 能 で あ る 。 ClearGlideは 、 Ｅ Ｖ Ｈ に 現 在 利 用 で き る 主 な 製 品 の １ つ で あ り
、 大 伏 在 静 脈 に 沿 っ た 外 科 部 位 へ の ア ク セ ス を 提 供 し 、 そ の 外 科 部 位 を 観 察 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 医 師 助 手 は 通 常 、 血 管 を 他 の 周 囲 組 織 か ら 分 離 す る た め に 、 他 の 外 科 用 内 視 鏡 分 離 器 具
と 共 に ClearGlideを 用 い る 。 医 師 助 手 は 、 凹 状 ワ ー キ ン グ ヘ ッ ド に よ っ て 形 成 さ れ た ワ ー
キ ン グ ス ペ ー ス 内 の 組 織 を 処 置 す る た め に 、 ClearGlideの ハ ン ド ル 及 び シ ャ フ ト に 設 け ら
れ た 通 路 か ら こ の よ う な 器 具 を 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 血 管 を 分 離 す る た め の 方 法 及 び 装 置 は 、 言 及 す る こ と を 以 っ て 本 明 細 書 の 一 部 と す る ナ
イ ト （ Knight） ら に 付 与 さ れ た １ ９ ９ ７ 年 ９ 月 １ ６ 日 発 行 の 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ６ ７ ， ４ ８
０ 号 及 び １ ９ ９ ８ 年 ３ 月 ３ 日 発 行 の 同 第 ５ ， ７ ２ ２ ， ９ ３ ４ 号 に 詳 細 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 組 織 を 分 離 す る 既 知 の 方 法 及 び 装 置 に は 懸 案 の 問 題 が あ る 。 そ の 問 題 と は 、 組 織 を 分 離
す る 処 置 を 行 う た め に 、 初 め の 切 開 部 か ら 装 置 の ガ イ ド レ ー ル に 沿 っ て 複 数 の 別 の 器 具 を
挿 入 し な け れ ば な ら な い 。 つ ま り 、 血 管 の 分 離 を １ 回 行 う た め に 複 数 の 器 具 を 順 に 体 内 に
挿 入 し な け れ ば な ら な い 場 合 が 多 い 。 加 え て 、 採 取 装 置 は 、 外 科 処 置 の 間 ず っ と 体 内 に 挿
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入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 外 科 処 置 の 各 ス テ ッ プ を 行 う た め に 器 具 を 順 に 挿 入 し て 器 具 交 換 を し な け れ ば な ら な い
た め 余 分 な 時 間 が か か り 、 外 科 医 の 資 源 の 消 耗 と な る 。 更 に 、 外 科 医 が 手 術 を 行 う た め に
必 要 な 時 間 が 長 く な り 、 患 者 が 受 け る ス ト レ ス が 増 大 す る 。 患 者 の ス ト レ ス を 最 少 に す る
こ と は 、 全 て の 外 科 処 置 に お い て 重 要 で あ る 。 従 っ て 、 器 具 の 交 換 時 間 の 短 縮 ま た は 排 除
は 、 患 者 同 様 、 外 科 医 に と っ て も 大 き な 利 益 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 っ て 、 採 取 す る 血 管 近 傍 に ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス を 形 成 す る た め の 凹 状 ワ ー キ ン グ ヘ ッ
ド を 有 す る 外 科 器 具 が 要 望 さ れ て い る 。 オ ペ レ ー タ ー は 、 他 の 分 離 器 具 を 使 わ な く て も よ
い よ う に 、 血 管 の 周 り 全 て を 分 離 で き る 分 離 器 具 を 用 い る こ と が で き る 。 オ ペ レ ー タ ー は
ま た 、 側 枝 血 管 な ど の 組 織 構 造 が 外 科 用 鋏 や 結 紮 器 具 な ど の 別 の 外 科 器 具 で 処 置 さ れ て い
る 時 に 、 そ の 組 織 構 造 を 支 持 す る た め に 分 離 器 具 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　
　 本 発 明 は 、 既 知 の 血 管 レ ト ラ ク タ ー の 欠 点 を 解 消 す る べ く 、 血 管 を 効 率 的 に 分 離 し 、 患
者 に 対 す る ス ト レ ス を 低 減 す る 優 れ た 血 管 レ ト ラ ク タ ー を 提 供 す る こ と に 関 す る 。 本 発 明
の 目 的 は 、 器 具 交 換 の 回 数 を 最 少 化 す る こ と 、 及 び 外 科 手 術 の 効 率 を 上 げ る こ と 、 及 び 患
者 の ス ト レ ス を 最 小 化 す る こ と 、 及 び 血 管 採 取 手 術 全 体 を 容 易 に す る こ と に あ る 。 更 に 、
本 発 明 は 、 分 離 部 材 を 有 す る 血 管 レ ト ラ ク タ ー に 関 す る 。 こ の 外 科 器 具 は 、 基 端 部 及 び 先
端 部 を 有 す る 、 患 者 の 組 織 に ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス を 形 成 す る ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー と 、 血
管 か ら 組 織 を 分 離 す る た め の 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 近 接 し た 分 離 部 材 と 、 前 記 ス プ ー
ン レ ト ラ ク タ ー を 血 管 に 近 接 し て 操 作 す る た め の 手 段 と を 含 む 。 血 管 に 近 接 し て ス プ ー ン
レ ト ラ ク タ ー を 挿 入 し て 操 作 す る た め の 手 段 が 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 基 端 部 に 接 続 さ
れ た 先 端 部 、 及 び 基 端 部 を 有 す る シ ャ フ ト と 、 接 続 さ れ た 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー を 操
作 す る た め の 、 シ ャ フ ト の 基 端 部 に 接 続 さ れ た ハ ン ド ル と を 含 む 。 こ の シ ャ フ ト は 、 ワ ー
キ ン グ ス ペ ー ス に 連 結 し た 、 内 視 鏡 を 挿 入 す る た め の 内 腔 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 分 離 部 材 は 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 構 成 で は 、 分
離 部 材 は ワ イ ヤ 型 部 材 を 含 み 、 こ の ワ イ ヤ 型 部 材 が 、 そ の 基 端 部 で ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー
に 連 結 さ れ た 左 側 レ ー ル 及 び 右 側 レ ー ル を 含 み 、 こ れ ら 両 レ ー ル が ワ イ ヤ 型 部 材 の 先 端 部
で 互 い に 連 結 さ れ て お り 、 血 管 の 左 表 面 及 び 右 表 面 か ら 組 織 を 分 離 す る よ う に 適 合 さ れ て
い る 。 加 え て 、 ワ イ ヤ 型 部 材 は 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 方 向 に 上 方 に 延 び て 、 そ の 先 端
部 で Ｕ 字 型 形 状 を な し 、 左 側 レ ー ル と 右 側 レ ー ル と の 間 に 血 管 を 配 置 し 易 く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 外 科 器 具 は 、 分 離 部 材 を 制 御 す る た め の 制 御 部 を 含 む こ と が で き 、 分 離 部 材 は ス プ ー ン
レ ト ラ ク タ ー に 移 動 可 能 に 連 結 さ れ て お り 、 制 御 部 の 操 作 に よ っ て ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー
に 対 し て 移 動 可 能 で あ り 、 血 管 か ら 組 織 を 分 離 し 易 く な っ て い る 。 こ の よ う な 構 成 で は 、
分 離 部 材 は 、 延 出 部 分 及 び シ ャ ン ク を 有 す る 可 動 ア ー ム を 含 み 、 こ の 可 動 ア ー ム が 、 シ ャ
ン ク に よ っ て 画 定 さ れ た 軸 を 中 心 に 回 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 別 の 構 成 で は 、 分 離 部 材 は 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に ス ラ イ ド 可 能 に 保 持 さ れ 、 延 出 位
置 と 収 納 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 な 可 撓 性 ア ー ム を 含 む こ と が で き る 。 こ の よ う な 構 成 で は
、 可 撓 性 ア ー ム の 先 端 部 が 少 な く と も １ つ の 曲 線 部 分 を 画 定 し 、 更 に こ の 曲 線 部 分 が 可 撓
性 ア ー ム の 外 縁 ま で 延 び た ア ー ム を 画 定 し て お り 、 血 管 か ら 組 織 を 分 離 し 易 く な っ て い る
。 ガ イ ド レ ー ル に よ っ て 、 可 撓 性 ア ー ム の ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス 内 へ の 進 入 が 防 止 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 血 管 を 分 離 す る 方 法 も 提 供 す る 。 こ の 方 法 は 、 基 端 部 及 び 先 端 部 を 有 す る 、 分 離 す る 血
管 に 近 接 し た 患 者 の 組 織 に ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス を 形 成 す る ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー と 、 こ の
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ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 近 接 し た 、 血 管 か ら 組 織 を 分 離 す る た め の 分 離 部 材 と 、 血 管 に 近
接 し て ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー を 操 作 す る た め の 手 段 と を 含 む 、 患 者 の 血 管 を 分 離 す る た め
の 外 科 器 具 を 用 意 す る ス テ ッ プ と 、 患 者 に 切 開 部 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 そ の 切 開 部 に ス
プ ー ン レ ト ラ ク タ ー を 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、 分 離 す る 血 管 に 近 接 し た 患 者 の 組 織 に ワ ー キ
ン グ ス ペ ー ス を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 分 離 す る 血 管 の 周 り の 組 織 を 更 に 分 離 す る べ く 分 離
部 材 を 操 作 す る ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 方 法 は 更 に 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 固 定 さ れ た ワ イ ヤ 型 部 材 を 含 む 、 血 管 を 分 離
す る た め の 外 科 器 具 を 用 意 す る ス テ ッ プ を 含 む 。 こ の ワ イ ヤ 型 部 材 が 、 そ の 基 端 部 で ス プ
ー ン レ ト ラ ク タ ー に 固 定 さ れ た 左 側 レ ー ル 及 び 右 側 レ ー ル を 含 み 、 ワ イ ヤ 型 部 材 の 先 端 部
で 左 側 レ ー ル 及 び 右 側 レ ー ル が 互 い に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 操 作 す る ス テ ッ プ は 、 左 側 レ ー ル 及 び 右 側 レ ー ル を そ れ ぞ れ 血 管 の 左 側 及 び 右 側 に 横 方
向 に 配 置 し て 、 ワ イ ヤ 型 部 材 を 血 管 に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ る こ と を 含 む の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 分 離 部 材 が ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 移 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 構 成 で は 、 操 作 す る ス テ
ッ プ が 、 制 御 部 の 操 作 に よ っ て 分 離 部 材 を ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 対 し て 移 動 さ せ る こ と
を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 分 離 部 材 が 、 延 出 し た 部 分 及 び シ ャ ン ク を 有 す る 可 動 ア ー ム で あ る 構 成 で は 、 操 作 す る
ス テ ッ プ は 、 シ ャ ン ク に よ っ て 画 定 さ れ た 軸 を 中 心 に 可 動 ア ー ム を 回 動 さ せ る こ と を 含 む
こ と が で き 、 こ の 操 作 す る ス テ ッ プ が 更 に 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー 及 び そ こ に 取 り 付 け ら
れ た 分 離 部 材 を 血 管 に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ る こ と 、 及 び 血 管 を 周 囲 組 織 か ら 分 離 す る た め
に 可 動 ア ー ム を 血 管 の 周 り を 回 動 さ せ る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 分 離 す る 方 法 は ま た 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に ス ラ イ ド 可 能 に 受 容 さ れ 、 延 出 位 置
と 収 納 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 な 可 撓 性 ア ー ム を 含 む 分 離 部 材 を 用 い る こ と を 含 む こ と が で
き る 。 可 撓 性 ア ー ム の 先 端 部 が 少 な く と も １ つ の 曲 線 部 分 を 画 定 し 、 更 に こ の 曲 線 部 分 が
、 可 撓 性 ア ー ム の 外 縁 ま で 延 び た ア ー ム を 画 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 で は 、 操 作 す る ス テ ッ プ は 、 好 ま し く は 、 収 納 位 置 か ら 延 出 位 置 に 可 撓
性 ア ー ム を 延 ば す こ と と 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー 及 び こ れ に 取 り 付 け ら れ た 分 離 部 材 を 血
管 に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ る こ と を 含 み 、 可 撓 性 ア ー ム の 曲 線 部 分 を 、 血 管 を 周 囲 組 織 か ら
分 離 す る た め に 血 管 の 少 な く と も 一 側 に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　
　 当 分 野 で 周 知 の 冠 動 脈 バ イ パ ス 術 （ Ｃ Ａ Ｂ Ｇ ） に 用 い る 血 管 の 内 視 鏡 分 離 の た め の 外 科
器 具 は 、 凹 状 ワ ー キ ン グ ヘ ッ ド 、 シ ャ フ ト 、 及 び ハ ン ド ル を 含 む 。 こ の 外 科 器 具 は 通 常 、
オ ペ レ ー タ ー が 凹 状 ワ ー キ ン グ ヘ ッ ド に よ っ て 画 定 さ れ た ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス を 観 察 で き
る よ う に 、 ハ ン ド ル 及 び シ ャ フ ト を 介 し て 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 に 適 合 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 手 術 の 際 、 外 科 医 は 、 切 開 部 か ら 凹 状 ワ ー キ ン グ ヘ ッ ド 及 び シ ャ フ ト の 一 部 を 挿 入 し 、
伏 在 静 脈 に 沿 っ て 外 科 器 具 を 操 作 し て 、 周 囲 組 織 か ら そ の 静 脈 を 分 離 し て 、 患 者 の 足 か ら
伏 在 静 脈 を 取 り 出 す 前 に 結 紮 し な け れ ば な ら な い 伏 在 静 脈 の 側 枝 血 管 を 分 離 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 凹 状 ワ ー キ ン グ ヘ ッ ド を 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク か ら 形 成 し て 、 オ ペ レ ー タ ー が そ の ワ ー キ
ン グ ヘ ッ ド に 近 接 し た 組 織 構 造 及 び ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス 内 を 観 察 で き る よ う に す る こ と が
で き る 。 ま た 、 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ２ ８ ， １ ３ ８ 号 に 、 静 脈 を 分 離 及 び 採 取 す る た め に 外 科
器 具 を 他 の 外 科 器 具 と ど の よ う に 用 い る か に つ い て 開 示 さ れ て い る 。 本 発 明 は 、 切 開 部 に
挿 入 す る 別 の 外 科 器 具 の 交 換 回 数 を 少 な く し て 内 視 鏡 血 管 採 取 処 置 （ Ｅ Ｖ Ｈ ） を 行 う た め
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に 必 要 な 時 間 を 短 縮 し 、 組 織 の 損 傷 を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 図 １ を 参 照 す る と 、 外 科 器 具 ２ が 例 示 さ れ て い る 。 本 発 明 は 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク
タ ー １ ０ と も 呼 ば れ る 少 な く と も １ つ の 分 離 部 材 （ 図 ２ ‐ 図 １ ４ を 参 照 ） を 含 む 。 こ の ス
プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ は 、 凹 状 ワ ー キ ン グ ヘ ッ ド に 可 動 式 に 連 結 さ れ る か 固 定 さ れ る 。
ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ は ま た 、 Ｅ Ｖ Ｈ の 際 に 周 囲 組 織 か ら 伏 在 静 脈 を 分 離 す る 場 合 に
必 要 と な る 組 織 の 分 離 に 有 用 で あ る 。 ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス 内 を 観 察 す る た め に 、 外 科 器 具
２ は 内 視 鏡 １ ８ と 共 に 用 い る こ と が で き る 。 ス プ ー ン レ ト ラ ク ラ ー １ ０ 及 び 分 離 部 材 の 様
々 な 変 更 形 態 を 後 述 す る 。 図 示 し た 実 施 形 態 で は 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ は 、 従 来 技
術 の 外 科 器 具 と 同 様 に 、 細 長 い シ ャ フ ト １ 及 び ハ ン ド ル ３ に 取 り 付 け る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ の 立 面 図 が 図 ２ に 、 側 面 図 が 図 ３ に 示 さ れ て い る 。
ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ は 、 従 来 技 術 の 凹 状 ワ ー キ ン グ ヘ ッ ド を 改 良 し た も の で あ る 。
こ の 実 施 形 態 で は 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ は 対 称 の 形 状 で あ り 、 シ ャ フ ト １ の 先 端 部
に 取 り 付 け ら れ た 基 端 部 １ ７ を 有 す る 。 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ は 先 端 部 １ ９ に 向 か っ
て テ ー パ 状 に な っ て お り 、 オ ペ レ ー タ ー ４ が 、 周 囲 組 織 か ら 組 織 層 を 分 離 し て 静 脈 ６ を 分
離 し 易 い よ う に な っ て い る 。 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ は 、 好 ま し く は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー
ト な ど の 医 療 用 射 出 成 形 プ ラ ス チ ッ ク か ら 形 成 さ れ 、 場 合 に よ っ て は 、 ワ ー キ ン グ ス ペ ー
ス 内 及 び ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ に 近 接 し た 組 織 を 内 視 鏡 で 観 察 す る た め に 透 明 と す る
こ と が で き る 。 図 ２ 及 び 図 ３ の 実 施 形 態 で は 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ は 、 引 込 み 可 能
な 可 撓 性 ア ー ム １ ２ を 含 む 。 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ の 上 側 の 層 ４ 及 び 下 側 の 層 １ ６ が
、 先 端 部 １ ９ と 基 端 部 １ ７ と の 間 に 部 分 的 に 延 在 し 、 か つ ス ラ イ ド 可 能 に 可 撓 性 ア ー ム １
２ を 保 持 す る 通 路 を 画 定 す る 。 オ ペ レ ー タ ー ４ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 さ れ て い る 延 出 位 置
、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 さ れ て い る よ う な 収 納 位 置 、 ま た は 延 出 位 置 と 収 納 位 置 と の 間 の 任 意
の 位 置 に 可 撓 性 ア ー ム １ ２ を 配 置 す る こ と が で き る 。 可 動 可 撓 性 ア ー ム １ ２ の 制 御 部 （ 不
図 示 ） を 、 当 業 者 に は 容 易 に 想 像 で き る よ う に 、 外 科 処 置 中 に 患 者 の 体 外 に あ る シ ャ フ ト
１ の 基 端 部 ５ ０ ま た は ハ ン ド ル ３ な ど の 外 科 器 具 ２ の 一 部 に 配 置 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 収 納 位 置 で は 、 可 撓 性 ア ー ム １ ２ は 、 内 視 鏡 １ ８ よ り も 高 い 位 置 に 延 在 し 、 ス プ ー ン レ
ト ラ ク タ ー １ ０ の 外 側 に 位 置 す る 部 分 は シ ャ フ ト １ 上 に 延 在 す る こ と が で き る 。 可 撓 性 ア
ー ム １ ２ は 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン な ど の 医 療 用 の 射 出 成 形 可 能 な プ ラ ス チ ッ ク か ら 形 成 す
る こ と が で き る 。 可 撓 性 ア ー ム １ ２ の 先 端 部 は 、 周 囲 組 織 か ら 静 脈 ６ を 分 離 す る た め に 静
脈 ６ な ど の 細 長 い 組 織 構 造 の 側 面 に 沿 っ て 外 傷 を 与 え な が ら ス ラ イ ド す る た め の 互 い に 反
対 側 を 向 い た ２ つ の 曲 線 部 分 １ １ を 含 む 。 曲 線 部 分 １ １ は 、 静 脈 ６ を 結 合 し て い る 組 織 か
ら 分 離 す る の に 役 立 つ 、 外 縁 １ ５ に 向 か っ て 先 端 側 に 延 び た ア ー ム １ ３ を 画 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 可 撓 性 ア ー ム １ ２ が 収 納 位 置 に あ る 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 一 致 す る ス プ
ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ の 底 面 図 が 示 さ れ て い る 。 下 側 の 層 １ ６ （ 図 ３ を 参 照 ） は 、 可 撓 性
ア ー ム １ ２ を 支 持 す る た め の ２ つ の ガ イ ド レ ー ル ２ ２ を 含 む 。 ガ イ ド レ ー ル ２ ２ は 、 ス プ
ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ の 内 面 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ガ イ ド レ ー ル ２ ２ は ま た 、 可 撓 性 ア
ー ム １ ２ が 内 視 鏡 １ ８ の 視 野 を 制 限 し な い よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ の 両 側 の 底 縁 ２ ９ か ら そ れ ぞ れ 延 び た 左
側 の 曲 線 状 の 縁 ３ ０ 及 び 右 側 の 曲 線 状 の 縁 ３ １ を 備 え た ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ の 第 １
の 変 更 形 態 の 立 面 図 が 示 さ れ て い る 。 図 ８ は 、 そ の 側 面 図 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 左
中 央 部 分 (不 図 示 ） 及 び 右 中 央 部 分 ３ ４ が そ れ ぞ れ 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ の そ れ ぞ
れ の 曲 線 状 側 部 と 一 体 に な っ て い る 。 図 ７ か ら 分 か る よ う に 、 左 側 の 曲 線 状 の 縁 ３ ０ 、 右
側 の 曲 線 状 の 縁 ３ １ 、 及 び ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ が 、 そ の ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０
の 長 手 方 向 の 軸 を 概 ね 取 り 囲 む よ う に な っ て い る た め 、 オ ペ レ ー タ ー が 、 血 管 の 両 側 に 左
曲 線 縁 ３ ０ 及 び 右 曲 線 縁 ３ １ が 位 置 す る よ う に 血 管 に 近 接 し て ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０
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を 配 置 す る こ と が で き る 。 次 い で 、 オ ペ レ ー タ ー ４ は 、 血 管 に 沿 っ て ス プ ー ン レ ト ラ ク タ
ー １ ０ を 前 後 さ せ て 血 管 を 周 囲 組 織 か ら 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ の 第 ２ の 変 更 形 態 が
示 さ れ て い る 。 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ に 固 定 さ れ た 左 側 レ ー ル ３ ８ 及 び 右 側 レ ー ル ３
９ を 含 む ワ イ ヤ 型 分 離 部 材 ３ ７ の 立 面 図 が 図 ９ に 、 側 面 図 が 図 １ ０ に 示 さ れ て い る 。 ワ イ
ヤ 型 分 離 部 材 ３ ７ は 、 左 側 レ ー ル ３ ８ と 右 側 レ ー ル ３ ９ を 連 結 す る 曲 線 状 先 端 部 ３ ６ を 有
す る の が 好 ま し い 。 ワ イ ヤ 型 分 離 部 材 ３ ７ は 更 に 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ に 固 定 さ れ
た 一 対 の 基 端 部 ４ ４ を 含 む 。 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ の キ ャ ビ テ ィ ４ ８ は 曲 線 状 先 端 部
３ ６ を 保 持 し 支 持 す る 。 ワ イ ヤ 型 分 離 部 材 ３ ７ は 、 直 径 が 約 １ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ の 範 囲 の ス テ
ン レ ス 鋼 ワ イ ヤ な ど の 医 療 用 材 料 か ら 形 成 さ れ る 。 オ ペ レ ー タ ー ４ は 、 血 管 の 両 側 に 左 側
レ ー ル ３ ８ 及 び 右 側 レ ー ル ３ ９ を 配 置 し 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ を 前 後 に ゆ っ く り と
移 動 さ せ て 、 静 脈 ６ を 結 合 し て い る 組 織 層 か ら 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ １ ‐ 図 １ ４ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ の 第 ３ の 変 更 形 態 が
示 さ れ て い る 。 第 １ の 位 置 に 示 さ れ て い る 可 動 ア ー ム ５ ０ を 含 む ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １
０ の 立 面 図 が 図 １ １ 、 側 面 図 が 図 １ ２ に 示 さ れ て い る 。 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ の 基 端
部 ４ ２ に お け る 延 長 部 分 ４ ６ が 、 可 動 ア ー ム ５ ０ の シ ャ ン ク ５ ４ を 回 動 可 能 に 保 持 す る 。
オ ペ レ ー タ ー ４ は 、 好 ま し く は シ ャ フ ト １ の 基 端 部 ま た は ハ ン ド ル ３ （ 図 １ を 参 照 ） に 配
置 さ れ た 回 動 制 御 部 （ 不 図 示 ） を 操 作 し て 、 可 動 ア ー ム ５ ０ を 収 納 さ れ た 第 １ の 位 置 と 第
２ の 位 置 （ 図 １ １ 及 び 図 １ ３ を 参 照 ） と の 間 で 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 制 御 ロ ッ ド に よ
る 外 科 器 具 の 先 端 部 材 の 動 作 は 当 分 野 で よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 可 動 ア ー ム ５ ０ は 、 組 織 を 分 離 す る た め の 先 端 部 ５ ２ を 含 む 。 シ ャ ン ク ５ ４ は 、 内 視 鏡
１ ８ の 直 下 に 延 在 す る の が 好 ま し い 。 可 動 ア ー ム ５ ０ は 、 直 径 が 約 １ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ の 範 囲
の ス テ ン レ ス 鋼 ワ イ ヤ か ら 形 成 さ れ る の が 好 ま し い 。 可 動 ア ー ム ５ ０ は 、 シ ャ ン ク に よ っ
て 画 定 さ れ た 軸 を 中 心 に 何 れ か の 方 向 に 回 動 す る こ と が で き 、 ３ ６ ０ 度 回 動 で き る よ う に
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 外 科 器 具 ２ の 操 作 を 、 図 を 参 照 し な が ら 以 下 に 説 明 す る 。 本 発 明 の 外 科 器 具 ２
は 、 患 者 の 組 織 か ら 血 管 を 分 離 す る の に 特 に 有 用 で あ る が 、 こ れ は 単 な る 一 例 で あ っ て 、
本 発 明 の 概 念 ま た は 範 囲 が こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 し た 少 な く と も １ つ の 分 離 部 材 を 含 む 装 置 が 用 意 で き た ら 、 外 科 医 が 、 分 離 す る 血
管 の 位 置 を 確 認 し 、 患 者 に 切 開 部 を 形 成 す る 。 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー を そ の 切 開 部 に 挿 入
し 、 血 管 ６ を 取 り 囲 む 組 織 を 鈍 く 分 離 す る 。 採 取 の た め に は 、 で き る 限 り 多 く の 組 織 を 血
管 か ら 分 離 す る の が 好 ま し い 。 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ の 最 初 の 挿 入 に よ り 、 分 離 す る
血 管 ６ の 近 傍 の 患 者 組 織 に ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス ７ を 画 定 す る 。 こ の ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス に
よ り 、 周 囲 組 織 か ら 血 管 を 分 離 す る た め に 、 オ ペ レ ー タ ー が 上 記 し た 様 々 な 分 離 部 材 を 用
い る こ と が で き る 領 域 が 得 ら れ る 。 こ こ で 、 オ ペ レ ー タ ー が 分 離 部 材 を 操 作 し て 、 分 離 す
る 血 管 ６ を 周 囲 組 織 か ら 分 離 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 血 管 ６ の 分 離 は 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ を 血 管 に 沿 っ て 移 動 さ せ 、 組 織 を 血 管 か ら
分 離 す る こ と で 達 成 す る こ と が で き る 。 分 離 を 容 易 に す る た め に 、 上 記 し た 様 々 な 形 態 の
分 離 部 材 を 用 意 す る こ と が で き る 。 様 々 な 分 離 部 材 の そ れ ぞ れ は 、 操 作 ス テ ッ プ を 変 更 し
て こ こ に 記 載 し た 方 法 に 含 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 提 供 で き る 分 離 部 材 の １ つ が 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 さ れ て い る 。 こ の 分 離 部 材 は 、 ス プ ー ン
レ ト ラ ク タ ー の 両 側 の 底 縁 か ら 延 び た 曲 線 状 の 縁 ３ ０ 及 び ３ １ を 有 す る ス プ ー ン レ ト ラ ク
タ ー １ ０ を 含 む 。 分 離 部 材 は 、 ２ つ の 曲 線 状 の 縁 ３ ０ と ３ １ の 間 に 血 管 ６ を 配 置 し て 用 い
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る 。 血 管 ６ を こ の よ う に 配 置 し た ら 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ を 血 管 ６ に 沿 っ て 移 動 さ
せ る 。 こ の 移 動 に よ り 、 曲 線 状 の 縁 ３ ０ 及 び ３ １ が 血 管 を 両 側 の 組 織 か ら 分 離 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 提 供 す る 別 の 分 離 部 材 は 、 左 側 レ ー ル ３ ８ 及 び 右 側 レ ー ル ３ ９ を 備 え た 固 定 さ れ た ワ イ
ヤ 型 部 材 ３ ７ を 含 む 。 そ れ ぞ れ の レ ー ル は 、 ワ イ ヤ 型 部 材 ３ ７ の 先 端 部 で 連 結 さ れ て い る
。 こ の よ う な 分 離 部 材 ３ ７ は 、 左 側 レ ー ル ３ ８ を 血 管 １ ６ の 第 １ の 側 、 右 側 レ ー ル ３ ９ を
血 管 ６ の 第 ２ の 側 に 配 置 し て 用 い る 。 分 離 部 材 の Ｕ 字 型 連 結 点 を 操 作 し て 、 血 管 を ワ イ ヤ
型 部 材 で 補 足 す る 。 血 管 ６ を 補 足 し た ら 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ 及 び ワ イ ヤ 型 部 材 ３
７ を 血 管 の 長 さ に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ る 。 左 側 レ ー ル が 血 管 の 第 １ の 側 を 分 離 し 、 右 側 レ
ー ル が 血 管 の 第 ２ の 側 を 分 離 す る 。 Ｕ 字 型 連 結 が 、 血 管 の 上 面 の 組 織 の 分 離 に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 提 供 す る 別 の 分 離 部 材 は 、 図 １ １ ‐ 図 １ ４ に 示 さ れ て い る よ う な 延 長 部 分 及 び シ ャ ン ク
４ ４ を 有 す る 可 動 ア ー ム ５ ０ を 含 む 。 分 離 部 材 は ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ に 可 動 式 に 連
結 さ れ て お り 、 そ の 操 作 に は 、 シ ャ ン ク ４ ４ に 画 定 さ れ た 軸 を 中 心 に 可 動 ア ー ム ５ ０ を 回
動 さ せ る こ と が 含 ま れ る 。 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ 及 び そ こ に 取 り 付 け ら れ た 可 動 ア ー
ム ５ ０ を 血 管 に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ 、 こ れ と 同 時 に 可 動 ア ー ム ５ ０ を 血 管 を 中 心 に 回 動 さ
せ 、 血 管 の 周 り か ら 全 て の 周 囲 組 織 を 分 離 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 更 に 、 可 動 ア ー ム ５ ０ が 図 １ ４ に 示 さ れ て い る 位 置 に あ る 場 合 、 分 離 部 材 を シ ャ ン ク に
よ っ て 画 定 さ れ た 軸 に 沿 っ て 組 織 に ス ラ イ ド 係 合 さ せ て 、 そ の 組 織 を 血 管 か ら 分 離 す る こ
と が で き る 。 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ を 血 管 ６ の 別 の 面 に 沿 っ て 移 動 さ せ な が ら 、 可 動
ア ー ム ５ ０ を 血 管 ６ の 一 側 に 沿 っ て 進 め る こ と が で き る 。 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー が 一 定 距
離 進 ん だ ら 、 可 動 ア ー ム を 回 動 さ せ て 、 血 管 ６ の 周 り の 可 動 ア ー ム の 円 運 動 に よ り 血 管 か
ら 組 織 を 分 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 提 供 さ れ る 別 の 分 離 部 材 は 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に ス ラ イ ド 可 能 に 保 持 さ れ 、 図 ２ ‐
図 ８ に 示 さ れ て い る よ う に 延 出 位 置 と 収 納 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 な 可 撓 性 ア ー ム １ ２ を 含
む 。 可 撓 性 ア ー ム １ ２ の 先 端 部 は 、 少 な く と も １ つ の 曲 線 部 分 １ １ を 画 定 し て い る 。 更 に
曲 線 部 分 １ １ が 、 可 撓 性 ア ー ム １ ２ の 外 縁 ま で 延 び た ア ー ム １ ３ を 画 定 し て い る 。 こ の 分
離 部 材 を 、 可 撓 性 ア ー ム を 収 納 位 置 か ら 延 出 位 置 に 延 ば し 、 可 撓 性 ア ー ム １ ２ の 曲 線 部 分
１ １ を 血 管 ６ の 少 な く と も 一 側 に 配 置 し て 、 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー １ ０ 及 び こ れ に 取 り 付
け ら れ た 可 撓 性 ア ー ム １ ２ を 血 管 ６ に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ 、 周 囲 組 織 か ら 血 管 ６ を 分 離 す
る 。 可 撓 性 ア ー ム １ ２ は 通 常 、 ２ つ の 曲 線 部 分 １ １ を 有 し 、 こ れ を 用 い て 先 ず 血 管 ６ の 一
側 か ら 組 織 を 分 離 し 、 次 い で 血 管 ６ の 第 ２ の 側 か ら 組 織 を 分 離 す る 。 分 離 の 際 は 、 曲 線 部
分 １ １ を 血 管 ６ の 表 面 に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ る 。 ア ー ム １ ３ に よ り 、 血 管 ６ の 下 側 の 分 離
が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 方 法 が 外 科 処 置 を 実 施 す る た め に 複 数 の 分 離 器 具 を 挿 入 し な
く て も よ い こ と を 理 解 で き よ う 。 更 に 、 複 数 の 器 具 交 換 を す る 必 要 も な い 。 従 っ て 、 外 科
処 置 が 全 体 的 に 従 来 の 方 法 に 比 べ て 迅 速 か つ 効 率 的 で あ る 。 従 っ て 患 者 が 受 け る ス ト レ ス
が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の ２ 、 ３ の 例 示 的 な 実 施 形 態 の み を 詳 細 に 説 明 し た が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明
の 新 規 な 教 示 及 び 利 点 か ら 実 質 的 に 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々 な 改 変 が 可 能 で あ る こ と を 容
易 に 理 解 で き よ う 。 従 っ て 、 そ の よ う な 全 て の 改 変 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 で 規 定 さ れ
る 本 発 明 の 範 囲 内 に 含 ま れ る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 血 管 を 分 離 及 び 採 取 す る た め に 用 い る 本 発 明 の 外 科 器 具 の 好 適 な 実 施 形 態 の 斜 視
図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 分 離 部 材 と し て の 可 撓 性 ア ー ム が 延 出 位 置 に あ る 、 図 １ の 外 科 器 具 の ス プ ー ン レ
ト ラ ク タ ー の 立 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 線 ３ ‐ ３ に 沿 っ て 見 た ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 線 ４ ‐ ４ に 沿 っ て 見 た ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 収 納 位 置 に あ る 図 ３ に 示 さ れ て い る ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 収 納 位 置 に あ る 図 ５ に 示 さ れ て い る ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 曲 線 状 の 縁 が 分 離 部 材 で あ る 、 本 発 明 の ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 第 １ の 変 更 形 態
の 立 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 さ れ て い る ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 分 離 部 材 と し て 固 定 さ れ た レ ー ル を 備 え た 、 本 発 明 の ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 第
２ の 変 更 形 態 の 立 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 さ れ て い る ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 分 離 部 材 と し て の 可 動 ア ー ム が 収 納 位 置 に あ る 、 本 発 明 の ス プ ー ン レ ト ラ ク タ
ー の 第 ３ の 変 更 形 態 の 立 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 示 さ れ て い る ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 延 出 位 置 に あ る 図 １ １ に 示 さ れ て い る ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 立 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 延 出 位 置 に あ る 図 １ ３ に 示 さ れ て い る ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

(13) JP 2005-511121 A 2005.4.28



【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 6月 16日 (2004.6.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 患 者 の 血 管 を 分 離 す る た め の 外 科 器 具 で あ っ て 、
　 基 端 部 及 び 先 端 部 を 有 す る 、 患 者 の 組 織 に ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス を 形 成 す る ス プ ー ン レ ト
ラ ク タ ー と 、
　 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 近 接 し て 、 血 管 か ら 組 織 を 分 離 す る た め の 分 離
部 材 と 、
　 前 記 血 管 に 近 接 し て 前 記 を 操 作 す る た め の 手 段 と を 含 む こ と を 特
徴 と す る 外 科 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 血 管 に 近 接 し て 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー を 操 作 す る た め の 前 記 手 段 が 、
　 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 前 記 基 端 部 に 接 続 さ れ た 先 端 部 、 及 び 基 端 部 を 有 す る シ ャ
フ ト で あ っ て 、 前 記 ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス と 連 結 し た 、 内 視 鏡 を 挿 入 す る た め の 内 腔 を 有 す
る 、 前 記 シ ャ フ ト と 、
　 接 続 さ れ た 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー を 操 作 す る た め の 、 前 記 シ ャ フ ト の 基 端 部 に 接 続
さ れ た ハ ン ド ル と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 分 離 部 材 が ワ イ ヤ 型 部 材 を 含 み 、 そ の ワ イ ヤ 型 部 材 が 、 そ の 基 端 部 で 前 記 ス プ ー ン
レ ト ラ ク タ ー に 固 定 さ れ た 左 側 レ ー ル 及 び 右 側 レ ー ル を 含 み 、 前 記 ワ イ ヤ 型 部 材 の 先 端 部
で 前 記 左 側 レ ー ル 及 び 前 記 右 側 レ ー ル が 互 い に 連 結 さ れ て お り 、 血 管 の 左 表 面 及 び 右 表 面
か ら 組 織 を 分 離 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 器 具
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ワ イ ヤ 型 部 材 が 、 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の 方 向 に 上 方 に 延 び て 、 そ の 前 記 先 端
部 で Ｕ 字 型 形 状 を な し て お り 、 前 記 左 側 レ ー ル と 前 記 右 側 レ ー ル と の 間 に 血 管 を 配 置 し 易
く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 分 離 部 材 を 制 御 す る た め の 制 御 部 を 更 に 含 み 、 前 記 分 離 部 材 が 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ
ク タ ー に 対 し て 移 動 可 能 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 制 御 部 の 操 作 に よ っ て 前 記 ス プ ー ン レ ト
ラ ク タ ー に 対 し て 移 動 可 能 で あ り 、 血 管 か ら 組 織 を 分 離 し 易 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 分 離 部 材 が 、 延 出 し た 部 分 及 び シ ャ ン ク を 有 す る 可 動 ア ー ム を 含 み 、 そ の 可 動 ア ー
ム が 、 前 記 シ ャ ン ク に よ っ て 画 定 さ れ た 軸 を 中 心 に 回 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 分 離 部 材 が 、 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に ス ラ イ ド 可 能 に 保 持 さ れ た 可 撓 性 ア ー ム
を 含 み 、 延 出 位 置 と 収 納 位 置 と の 間 で 移 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
外 科 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 可 撓 性 ア ー ム の 先 端 部 が 、 少 な く と も １ つ の 曲 線 部 分 を 画 定 し て お り 、 更 に そ の 曲
線 部 分 が 、 前 記 可 撓 性 ア ー ム の 外 縁 ま で 延 び た ア ー ム を 画 定 し て お り 、 組 織 を 血 管 か ら 分
離 し 易 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 外 科 器 具 。
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固 定 さ れ た

ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー



【 請 求 項 ９ 】
　 ガ イ ド レ ー ル に よ っ て 、 前 記 可 撓 性 ア ー ム の 前 記 ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス 内 へ の 進 入 が 防 止
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 分 離 部 材 が 底 縁 か ら 延 び た 左 側 の 曲 線 状 の 縁 及 び 右 側 の 曲 線 状 の 縁 を 含 み 、 前 記 左
側 の 曲 線 状 の 縁 と 前 記 右 側 の 曲 線 状 の 縁 が 互 い に 対 向 し て 、 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー の
長 手 方 向 の 軸 を 取 り 囲 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
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患 者 の 血 管 を 分 離 す る た め の 外 科 器 具 で あ っ て 、
　 基 端 部 及 び 先 端 部 を 有 す る 、 患 者 の 組 織 に ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス を 形 成 す る ス プ ー ン レ ト
ラ ク タ ー と 、
　 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に 近 接 し た 、 血 管 か ら 組 織 を 分 離 す る た め の 分 離 部 材 で あ っ
て 、 前 記 ス プ ー ン レ ト ラ ク タ ー に ス ラ イ ド 可 能 に 保 持 さ れ 、 延 出 位 置 と 収 納 位 置 と の 間 で
移 動 可 能 な 可 撓 性 ア ー ム を 含 む 、 前 記 分 離 部 材 と 、
　 前 記 血 管 に 近 接 し て 前 記 分 離 部 材 を 操 作 す る た め の 手 段 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 外 科
器 具 。



【 国 際 調 査 報 告 】
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